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はじめに

本仕様書は、プログラムボタンを他のキーに割り当て、アプリケーションで利用できるライブラリについて説明したものです。このライブラリは、ゲームアプリケーションを作成する上に、カラーPalm-size PC のプログラムボタン操作が、アプリケーションに通告されプログラムで利用できるようにするためのものです。

注意）本ライブラリは、カラー P/PC(E-500)においてのみ動作が可能です

ライブラリを利用するには

サンプルプログラムを参照して本ライブラリをご利用ください。ライブラリを利用するには、アプリケーションのソースにLauncher.hをインクルードしてください、リンク時に本ライブラリであるLauncher.libをリンクしてください。

必要なシステム

本ライブラリは、Visual C++ 6.0, Windows CE ETK for Visual C++6.0 でのみ動作確認を行っており、その他に環境では動作保証いたしませんのでご容赦願います。

ソフト使用上のお断り

ソフトウエアの使用に起因して又は関連して発生する損害、トラブル（営業上の利益の損失、事業の中断による損失、情報又はデータの喪失、ハードウエア、ソフトウエアに発生する損害、ソフトウェアダウンロード時に発生する損害などを含む）について一切責任を負いません。 また、この仕様書に関して、カシオ計算機株式会社、サービス点へのお問い合わせはご遠慮ください。

ゲームアプリ作成でのキープログラムのガイドライン

· カシオ計算機は、カラーP/PCに継続的にゲームキーを実装していく予定になっていますので、カラーアプリケーションとしてゲームキーを利用することをおすすめします。

· 左下に実装された十字カーソルはゲームカーソルを想定しています。十字カーソルをもちいたゲームを作成するときはカーソル使用感を十分に評価した上でプログラム作成願います。

· 右下に実装された３つのプログラムボタン（実際のキーレイアウトは付録を参照）は通常アプリケーションに通告されませんが、本ライブラリを利用することで、任意のキーコードに割り当てられます。

· これらプログラムボタンの割り当てのガイドラインは特に設けませんが、割り当てられたキーはアプリケーションからフォーカスがはずれたり、終了する場合には元の状態に戻さねばなりません。

· さらに、アプリケーションにおいて、他のアプリケーションが立ち上げられるために、次の中から少なくとも１つの方法をサポートしておかなければなりません

· 左側面のExitキーでプログラムボタンをリリースし元の状態にすること

· ツールバーにポーズボタンを設け、このボタンによりもとの状態に戻すこと

· 激しいキー操作のいらない知的なゲームの場合は、中央のＣボタンはゲームキーとしてアサインせずに、メニューキーの立ち上げのままにしておく。

プログラムボタンの再割り当てとリリース

プログラムボタンの割り当ては、KeyAPI_WinCapsEntryを呼び出すことで実現できます。いったん割り当てられたキーはアプリケーションへのフォーカスがはずれたとき、ドライバはこの割り当てを無効にします。ドライバは、再度このアプリケーションにフォーカスが戻ったときにアプリケーションから指定されたキーに再割り当てを行います。しかし、この再割り当ては０．５秒ごとに行われレスポンスが遅いものですから、即座に反応させるためにアプリケーションは自分にフォーカスが当たるとき (WM_ACTIVATE) に毎回    KeyAPI_WinCapsEntry をコールすることをおすすめします。

プログラムが一度KeyAPI_WinCapsEntryをコールした場合は、クローズまたはデストロイ (WM_DESTROY) されるときに、KeyAPI_WinCapsDelete を呼ばねばなりません。この関数を呼ばれるとドライバはアプリケーションの情報を解放し、キーの割り当てはデフォルトのプログラムボタンに戻します。呼び出しをせずにアプリケーションが終了した場合にはメモリリークが起こりますので、ご注意ください。
プログラムボタンライブラリ関数

BOOL KeyAPI_WinCapsEntry(HWND WindowHandle, 
DWORD KeyA, DWORD KeyB, DWORD KeyC, DWORD KeyD)

プログラムボタンの割り当てを変えるときに呼び出します。この関数の有効時間はフォーカスされている間です。フォーカスがはずれたときは、キーの割り当ては元の状態に戻ります。

 WindowHandle
登録するアプリケーションのウィンドウハンドル。登録する「ウィンドウ」は、アプリケーションが立ち上がっているときに、GetForegroundWindow で取得できる WHND を指定してください。

KeyA
前面左下のキーのコード。変更しない場合には: 0xC3 (Calendar)をセットしてください。

KeyB
前面右下のキーのコード。変更しない場合には: 0xC4 (Contacts)をセットしてください。

KeyC
前面中央のキーのコード。変更しない場合には:  0xC2 (Menu)をセットしてください。

KeyD
本体左側のキーのコード。変更しない場合には:  0xC1 (Voice Recorder)をセットしてください。

戻り値

登録が成功、またはすでに登録されていれば TRUE.

BOOL KeyAPI_WinCapsDelete(HWND WindowHandle)

プログラムボタンの割り当てを元の状態に戻すときに呼び出します。アプリケーションが終了するときには、必ず呼び出して、元の状態に戻さねばなりません。

WindowHandle
KeyAPI_WinCapsEntry関数をコールしたときに登録したウィンドウハンドルを指定してください。

戻り値


削除が成功すれば TRUE
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